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はじめに 

【大阪市水道局長のメッセージ】

 

大阪市の水道事業は明治28年11月に全国で４番目

の近代的水道として、工業用水道事業は昭和 29年６

月に地盤沈下対策の一環として誕生しました。その後、

市勢の進展や産業活動の発達に伴い、常に先進的な制

度や技術の導入を図りながら施設の拡張や改良を進

め、市民生活や産業活動を支える重要な都市基盤とし

ての役割を担ってまいりました。  

現在では、平常時はもとより渇水や地震等異常時に

おいても市民の皆さまに安全で良質な水が供給でき

るよう、安定性・安全性の高い施設を目標に水道施設

全体の計画的な整備に取り組んでおります。 

 

大阪市水道局では、自らの使命を｢安心・安全で良質な水を安定的に、公正な料金

で提供する｣｢本市の技術や施設等を有効活用し、国内外の水道事業や環境に貢献す

る｣ことの２点であると考えております。 

この使命を果たすべく、毎年度定める「水道局運営方針」では、水道事業の発展に

貢献するため、府域一水道の実現を目指すことにしております。また創業以来116年

にわたって培ってきた水源から蛇口に至るトータルシステムとしての高い技術力や

事業運営ノウハウなどを最大限活用し国内外の水道事業への貢献に取り組んでまい

ります。さらにお客さまの信頼性を確保するために、「浄水施設整備事業」、「配水管

整備事業」及び「給水装置整備事業」を通して、管路耐震化率の向上や鉛給水管の早

期解消に取り組むとともに、地球環境の保全に積極的に貢献するために、再生可能エ

ネルギーの活用を推進してまいります。 

水道事業、工業用水道事業とも、大変厳しい経営環境におかれておりますが、水道

版マスタープランである「大阪市水道・グランドデザイン」、「大阪市水道事業中期経

営計画」及び「水道局運営方針」に掲げる諸施策及び数値目標の達成に向けて、さら

に経営改革を推進し、事業の持続性の確保、向上を目指し取り組んでまいります。 

 

このアニュアルレポートは、お客さまにわかりやすい情報発信の推進として、当局

が経営改革を進める中で、既に取り組んできた内容、あるいは財務会計上の課題とし

て掲げたものを、改めてお示ししたものでございます。 

当局では、今後とも、お客さまに対する的確な情報発信の強化に努めるなど、事業

経営の透明性を高め、お客さまの理解と信頼の向上を図るための取組を進めてまいり

ますので、引き続き関係各位のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。  

井上 裕之 

大阪市水道局長 
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【アニュアルレポートについて】 

 
概要 

大阪市水道局では、経営方針において「経営の効率性と透明性を高め、確固とした

財政基盤を確立する」ことを経営課題としており、そのために、事業運営についての説明

責任を果たし、経営の透明度の向上を図るとともに、お客さまと情報共有し、その理解と

信頼を高めていくため、徹底した情報公開、情報提供の推進を図ることとしております。 

その取り組みの一環として当局は、水道事業会計・工業用水道事業会計アニュアルレ

ポートを作成・公表してまいりました。平成19年度（平成18年度決算）から始めたアニュア

ルレポートは、平成20年度決算から経営分析調書と新地方公会計制度に基づく財務諸

表の二部構成といたしました。前半の経営分析調書においては、地方公営企業法が定

める決算に基づいて現状確認と分析・課題の抽出を行い、後半の新財務諸表において、

従来の決算では見えにくかった資産・負債の現状、行政サービスのコストとその負担の

あり方、資産の変動とその財源等について新たな視点に立った上での経営状況の把握

が可能になるものと考えており、より充実した情報公開に繋がるものと考えております。 

 

第１部 経営分析調書 

    水道事業会計・工業用水道事業会計の健全化、経営の効率化及び会計内容の明確

化を目的に、各年度決算を元に各種経営指標を作成し、推移や類似団体との比較も含

めて分析・課題の抽出を行うものであります。 

    経営分析を行うことにより、経営上の問題点の明確化、今後の改善策の検討、 

経営改善に当たっての尺度などに用いることで活用を図っております。 

 

第２部 新地方公会計制度に基づく財務諸表 

    平成 19年 10月 17日付総務省自治財政局長通知「公会計の整備推進について」に

おいて、「新地方公会計制度研究会報告書」で示された地方公共団体単体及び関連団

体等も含む連結ベースの財務諸表を整備することが要請されています。 

    「新地方公会計制度研究会報告書」では、「地方分権の進展に伴い、これまで以上に

自由でかつ責任ある地域経営が地方公共団体に求められている。そうした経営を進め

ていくには、内部管理強化と外部へのわかりやすい財務情報の開示が不可欠である。」

とされており、財務諸表の整備は「説明責任の履行」と「財政の効率化・適正化」を目的と

しております。 

当局では、要請に基づき、総務省方式改訂モデル(＊)による貸借対照表・行政コスト

計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書の財務諸表を整備するものであります。 

 

 

(＊)  「新地方公会計制度研究会報告書」では、原則として国の作成基準に準拠し、基準モデル又は総

務省方式改訂モデルにより、財務諸表を整備することとされています。 
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第１部 経営分析調書

１　事業内容

○ 目標像・使命

・地盤沈下の防止と産業の発展に寄与します。

○ 事業の概要

１　施設の現況

(1)浄水場

(2)配水施設

２　主要事業

(1)老朽化設備の更新整備

　本市の工業用水道は、淀川を水源とする東淀川浄水場(施設能力151,000㎥／
日）及び大川を水源とする城東浄水場(同109,000㎥／日)から市内19区（本市内
における地下水くみ上げ規制区域）に給水しています。

　本市には上記浄水場に加え桜宮配水場があり、配水池の容量は17,930㎥で
す。また、導・送・配水管の布設延長は平成23年度末現在で304kmとなっていま
す。

　老朽化した配水管等の更新整備を行っています。
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２　業績の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績 実績 実績 見込 目標

① 給水会社数 （社） 318 312 309 305 305

② 給水工場数 （工場） 381 375 371 368 368

③ 年間給水量 （千m
3
） 30,604 27,873 27,332 25,856 24,598

④ 1日最大給水量 （千m
3
） 113.1 95.4 96.2 91.6 85.6

⑤ 1日平均給水量 （千m
3
） 83.8 76.4 74.9 70.6 67.4

⑥ 年間調定水量 （千m
3
） 39,749 37,092 36,174 35,334 34,011

⑦ 1日標準給水能力 （千m
3
） 260 260 260 260 260

⑧ 給水収益※ （百万円） 1,880 1,710 1,685 1,653 1,584

⑨ 設備投資額※ （百万円） 210 279 225 379 1,410

⑩ 配水管延長 （千ｍ） 287 286 285 286

⑪ 職員数（損益勘定） （人） 36 35 34 32 31

⑫ 職員数（資本勘定） （人） 2 2 2 2 2

＜参考＞

① 給水会社数

② 給水工場数

③ 年間給水量

④ 1日最大給水量

⑤ 1日平均給水量

⑥ 年間調定水量

⑦ 1日標準給水能力

⑧ 給水収益

⑨ 設備投資額

⑩ 配水管延長

⑪ 職員数（損益勘定）

⑫ 職員数（資本勘定）

給水の対象となっている会社数

給水の対象となっている工場数

指標名 (単位)

指標名 指標の説明

※⑧給水収益は消費税及び地方消費税相当額を含みません。
　 ⑨設備投資額は消費税及び地方消費税相当額を含みます。

損益勘定に属する職員数（年度末在籍人員）

資本勘定に属する職員数（年度末在籍人員）

１年間の総給水量

年間の1日給水量のうち最大のもの

年間給水量を年間日数で除した水量

料金の対象となった水量及び他会計等から収入のあった水量の年間合計

工業用水道料金として収入となる収益

建設改良費の総額

配水管の延長距離

浄水場の施設能力

5



３　業績の説明

① 給水会社数

② 給水工場数

③ 年間給水量

④ 1日最大給水量

⑤ 1日平均給水量

⑥ 年間調定水量

⑦ 給水能力

⑧ 給水収益

⑨ 設備投資額

⑩ 配水管延長

⑪ 職員数（損益勘定）

⑫ 職員数（資本勘定）

平成23年度は前年度に比べ0.4％の増加となっています。

平成23年度は水道事業・工業用水道事業の両指標合わせて、前年度と比べ68人の
人員減となっています。当局では業務の効率化等により、平成27年度当初までに水
道事業・工業用水道事業合わせて200人以上の人員削減（平成22年5月時点比）を
目指しています。

平成23年度は前年度に比べ1.3％の減少となっています。

平成23年度は前年度に比べ0.8％の減少となっています。

平成23は前年度に比べ5.4％の減少となっています。

平成23年度は前年度に比べ4.8％の減少となっています。

平成23年度は前年度に比べ5.7％の減少となっています。

平成23年度は前年度に比べ2.3％の減少となっています。

給水能力は、需要の動向に対応して施設の拡張又は休・廃止を行ってきた結果、平
成4年度に30万㎥／日となりました。平成15年度末の大阪臨海工業用水道企業団解
散に伴い、本市域の需要者への給水義務を引継ぎ、効率的な施設運用を図れるよう
広域化事業を実施し、平成18年度末の同事業完了に伴い津守浄水場を廃止しまし
た。この結果、平成19年度からは、同企業団から受水していた4万㎥／日相当を減量
し、給水能力は26万㎥／日となっています。

平成23年度は前年度に比べ1.9％の減少となっています。

給水区域の再編に係る配水管の整備と経年管路の更新により、前年度に比べ
68.4％の増加となっています。
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４　経営収支の推移及び説明
（１）収益的収支

（単位：百万円）
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
実績 実績 実績 見込 計画

収　益 2,033 1,939 1,836 1,699 1,723

営業収益 1,986 1,897 1,742 1,676 1,705
給水収益 1,880 1,710 1,685 1,653 1,584
受託工事収益 106 187 57 23 121

営業外収益 47 42 25 23 18
受取利息 31 30 12 7 5
一般会計補助金 1 1 2 2 2
雑収益 15 11 11 14 11

特別利益 0 0 69 0 0
費　用 1,684 1,797 1,593 1,417 1,632
営業費用 1,492 1,619 1,397 1,262 1,454
人件費 230 237 273 233 282
経費 628 777 553 493 664
減価償却費 634 605 571 536 508

営業外費用 192 178 158 155 176
支払利息 82 73 63 54 45
繰延勘定償却等 110 105 95 101 131

予備費 0 0 0 0 2
特別損失 0 0 38 0 0

経常損益 349 142 212 282 91
純損益 349 142 243 282 91

△ 1,973 △ 1,831 △ 1,587 △ 1,305 △ 1,214

※

（2）資本的収支
（単位：百万円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
実績 実績 実績 見込 計画

資本的収入 48 84 47 21 1,172

企業債 0 0 0 0 0
国庫補助金 12 0 0 0 0
その他 36 84 47 21 1,172

資本的支出 472 542 500 652 1,673
建設改良費 210 279 225 379 1,410
企業債償還金 262 262 275 273 263
その他 0 1 0 0 0

収支差引 △ 424 △ 458 △ 453 △ 631 △ 501
補填財源 424 458 453 631 501
減債積立金 0 0 0 0 0
損益勘定留保資金等 424 458 453 631 501

差引 0 0 0 0 0

※

項目名

項目名

消費税及び地方消費税相当額を含みません。平成24年度計画は平
成24年度当初予算から消費税及び地方消費税相当額を除いたもの
です。

累積剰余金（累積欠損金）

消費税及び地方消費税相当額を含みます。平成24年度計画は平成
24年度当初予算です。
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平成23年度見込について

(1)収益的収支

＜収益＞

＜費用＞

＜収支差引＞

＜繰越欠損金＞

(2)資本的収支

＜資本的収入＞

＜資本的支出＞

＜収支差引＞

　費用は、14億1,700万円で、前年度（15億9,300万円）に比べ11.1％減少しました。
　これは、人件費や浄水場の効率化による物件費及び資本費の減少などによるもので
す。

　収益は、16億9,900万円で、前年度（18億3,600万円）に比べ7.5％減少しました。
　これは、その大部分を占める給水収益が前年度（16億8,500万円）に比べ1.9％減の
16億5,300万円と減少したことや、特別利益の減などによるものです。

　収支差引は、2億8,200万円の純利益となり、前年度（2億4,300万円）と比べ、3,900万
円の収支改善となりました。
　また、特別損益を除いた経常収支でも、前年度（2億1,200万円）と比べ7,000万円の
収支改善となりました。

　前年度からの繰越欠損金が15億8,700万円ですので、平成23年度末の未処理欠損
金は13億500万円となります。

　資本的収入は、2,100万円で、これは、建設改良費のうち、配水管の移設に伴う工事
負担金などです。

　資本的支出は、6億5,200万円で、他企業からの依頼による配水管の移設や経年管
路の更新などの建設改良費及び企業債償還金です。

　収支差引は、6億3,100万円の不足となりましたが、損益勘定留保資金等で全額補て
んしました。
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（３）貸借対照表 （単位：百万円）
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績 実績 実績 見込 計画

15,974 15,547 15,175 14,999 16,100

15,974 15,547 15,175 14,999 16,100

土地 3,337 3,337 3,337 3,336 3,336

建物 102 89 74 67 62

構築物 9,927 9,686 9,429 9,094 9,374

機械及び装置 2,448 2,324 2,278 2,137 2,125

車両運搬具 1 1 0 0 0

工具、器具及び備品 13 22 25 19 12

建設仮勘定 146 88 32 346 1,191

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

4,211 4,537 4,932 5,143 5,416

4,058 4,406 4,745 4,768 5,070

15 90 55 20 23

0 0 0 0 0

46 31 16 15 13

92 10 116 340 310

20,185 20,084 20,107 20,142 21,516

0 0 0 0 0

910 851 860 866 1,208

331 439 470 488 795

577 411 18 6 41

2 1 1 1 1

0 0 371 371 371

910 851 860 866 1,208

10,775 10,513 10,238 9,965 9,702

8,040 8,040 8,040 8,040 8,040

2,735 2,473 2,198 1,925 1,662

8,500 8,720 9,009 9,311 10,606

10,473 10,551 10,596 10,616 11,820

国庫補助金 4,150 4,148 4,148 4,148 4,148

一般会計補助金 0 0 0 0 0

工事負担金 4,303 4,383 4,428 4,448 5,577

分担金 0 0 0 0 0

受贈財産評価額 2,020 2,020 2,020 2,020 2,020

寄付金 0 0 0 0 0

その他資本剰余金 0 0 0 0 75

△ 1,973 △ 1,831 △ 1,587 △ 1,305 △ 1,214

19,275 19,233 19,247 19,276 20,308

20,185 20,084 20,107 20,142 21,516

利益剰余金（△欠損金）

借入資本金

剰余金

預り金

その他流動負債

自己資本金

負
債
の
部

貯蔵品

前払金

固定資産

項　目　名

未払金

資
本
の
部

投資

負 債 ・ 資 本 合 計

資
産
の
部

資 産 合 計

未収金

資本合計

負債合計

資本剰余金

現金預金

無形固定資産

有価証券

有形固定資産

前受金

資本金

流動資産

固定負債

流動負債
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(3)貸借対照表

資産の部

＜固定資産＞

＜流動資産＞

負債の部

資本の部

　資本金については、平成19年度以降企業債発行を停止したことなどによる、
企業債残高の減少に伴い借入資本金が減少傾向にあります。
　剰余金については増加傾向にあります。これは、平成19年度から、単年度損
益において剰余を確保した結果、欠損金が減少したためです。

　平成19年度から単年度損益で剰余を確保していることなどにより、増加傾向
にあります。

　近年は概ね減少傾向で推移しています。

　近年は概ね横這いで推移しています。なお平成18年度に工業用水道広域
化事業が終了し、平成22年度に同事業に係る前受金の残額をその他流動負
債に振り替えています。
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５　経営指標の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

28 (円) 35.0 35.0 35.0 35.0 30.5

29 (円) 70.0 70.0 70.0 70.0 82.5

※類似団体：東京都・川崎市・横浜市・名古屋市・神戸市・北九州市(産炭地域振興対策事業分を除く）

98.5

46.1

43.7

12.9

6,321.0

14.4

796.4

0.11

17.93

48,858.4

105.5

92.8

29.4

36.7

80.0

0.2

0.0

0.0

0.002

15.3

144.6

533.1

83.4

107.9

106.8

0.0

43.3

100.8

0.0

2,816.2

14.0

3.8

59.7

0.0

4.2

35.4

126.6

113.7

118.8

107.9

52,230.2

81.9

96.6

32.2

類似団体平均
(平成22年度)

96.7

119.4

120.1

120.9

0.12

不明

118.4

952.2

3.3

0.3

10.7

0.0

不明

不明

137,805.0

9,338.8

36.9

112.1

9.8

36.4

32.73

48.2

75.4

148.4

36.7

6,061.9

850.1

119.4

47.3

39.6

11.6

74.2

0.12

43.5

19.16

0.3

0.0

0.0

0.002

13.9

145.5

462.9

10
給水収益に対する企業
債残高の割合

給水収益に対する企業
債償還元金の割合

（％）

6
企業債償還元金対減価
償却比率

（％）

収
益
性

1営業収支比率

2経常収支比率

4累積欠損金比率 （％）

5不良債務比率 （％）

13固定比率

8
給水収益に対する減価
償却費の割合

11流動比率

12自己資本構成比率 （％）

9

7
給水収益に対する企業
債利息の割合

（％）

20最大施設稼働率 （％）

19施設利用率 （％）

14

21負荷率 （％）

22固定資産回転率 （回）

23固定資産使用効率 (m
3
/万円)

24
職員１人当たり給水収
益

（千円／人）

25料金回収率 (％)

26供給単価 (円／m
3
)

27給水原価 (円／m
3
)

30
給水収益に対する職員
給与費の割合

(％)

基本料金

超過料金

31
職員１人あたりの人件
費

(千円／人)

32
職員１人あたりの給水
量 (千m

3
／人)

34有収率 （％）

生
産
性
・
効
率
性

指標名

3総収支比率

（％）

（％）

（％）

(単位)

（％）

（％）

（％）

（％）

136.3

120.7

120.7

104.7

33.7

0.0

41.2

4.3

0.3 0.2
繰入金比率
(収益的収入分)

（％）

15
基準内繰入金比率
(収益的収入分)

（％）

16
繰入金比率
(資本的収入分)

（％）

17
基準内繰入金比率
(資本的収入分)

（％）

18
市民１人あたり繰入金
額

(千円/人)

健
全
性
・
安
全
性

16.933委託化率 (％) 12.5

115.3

94.0

0.0

48.2

3.8

33.9

16.3

130.5

573.4

84.8

89.0

0.2

0.2

0.0

0.0

0.002

28.8

37.0

77.8

0.11

18.01

49,556.8

112.9

46.6

14.2

98.0

41.2

13.3

6,574.3

803.9

135.2

119.9

119.9

78.8

0.0

50.9

3.3

32.4

16.5

116.5

593.9

86.1

86.4

0.3

0.3

0.0

0.0

0.002

27.2

35.2

13.1

77.1

0.11

17.24

51,658.7

大阪市

6,762.7

808.0

11.1

100.5

119.8

46.8

39.1
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６　経営分析

1～3

4

5
不良債務は発生していません。

6

7
給水収益は減少傾向にあるものの、平均利率の低下等による企業債利息減少の影響により、本指標は改善傾向にあります。

8

9

10

借入資本金の減少及び剰余金の増加の結果、本指標は改善傾向にあります。

剰余金が増加傾向にあることから、本指標は改善傾向にあります。

14～18
一般会計からの繰入金は、児童手当、子ども手当拠出金のみであり、その比率は極めて小さくなっています。

19・20

22・23

28・29

本指標は概ね横這いで推移しています。なお本指標は通常100％が上限となりますが、城東浄水場が改良工事により休止中で、水道事
業から応援給水を受けているため、平成23年度は100％を超える結果となっています。

給水収益の減少率を、減価償却費の減少率が上回っているため、本指標は改善傾向にあります。

平成23年度については、企業債償還元金が概ね横這いで推移している中、減価償却費の減少により、本指標は上昇しています。

27
平成23年度については、年間調定水量の減少率を、経常費用の減少率が上回ったため、本指標は改善しています。

25

33

34

30

平成23年度については、供給単価、給水原価とも改善したため、本指標は改善しています。

12

13

21

24

平成23年度については、給水収益の減少率を、年間調定水量の減少率が上回ったため、本指標は改善しています。

平成20年度より、浄水場の効率化にによる運転管理業務委託料が減少した結果、本指標が大きく低下しています。

従来から事業の効率的運営に努めてきた結果、各指標は100%を超えて堅調に推移しています。

平成23年度は、給水収益の減少率を、人件費の減少率が上回ったため、本指標は減少しています。

31

近年、給水収益、給水量とも減少傾向で推移していますが、本指標はほぼ横這いで推移しています。

給水収益の減少傾向を上回る職員数の減少により、本指標は改善しています。

平成19年度から単年度剰余となり累積欠損金が減少していることから、本指標は改善傾向にあります。

平成20年度以降は給水収益の減等により、本指標は上昇しています。

給水収益は減少傾向にあるものの、企業債発行停止や公的資金補償金免除繰上償還(平成19年度、平成22年度、平成23年度）により企
業債残高が減少したことに伴い、本指標は改善傾向にあります。

平成23年度については、給水量の減少があるものの、職員数の減少により、本指標は改善しています。
32

昭和59年5月に料金改定（29.6％）を実施した後は、消費税導入に伴う消費税及び地方消費税相当分の料金への転嫁を除いて料金改定
を行っていません。

26

平成23年度は、昇給等及び職員数の減少による給料等の平均の増加並びに間接人件費の増加により、本指標は増加しています。

11
近年の黒字基調により、本指標は改善傾向にあります。

最近の水需要の減少傾向から給水能力に余裕が生じている状況にあります。

平成23年度については、１日最大給水量の減少率を、１日平均給水量の減少率が上回ったため、本指標はやや悪化しています。
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７　事業の課題

＜収益性＞

・

＜健全性・安全性＞

・

・

＜生産性・効率性＞

・ 給水能力に余裕が生じている状況となっています。

・

＜総括＞

　平成23年度決算では5年連続で単年度損益における剰余は確保したものの、水需要が
低迷し給水収益の減少傾向が続く中、今後の経営環境は、厳しい状況が続くものと見込
まれます。
　このため、今後の事業運営においては、給水区域の再編を行うとともに水道事業・工業
用水道事業の一元的な施設運用管理を推進するなど、さらに効率的な事業運営による
経費の節減に取り組むことにより、経営の安定化を図り、また、累積欠損の解消に向け、
引き続き経営努力を重ねていきます。

依然として累積欠損金を有する中で、平成19年度以降は5年連続で単年度での経営収
支は剰余を確保したものの、水需要が給水工場数の減等により減少する中で、引き続き
給水収益は減少傾向で推移すると見込まれます。

流動比率については、ここ数年経営収支で剰余を確保していること等により、改善傾向に
あります。

自己資本構成比率は、類似団体の平均と比較してやや高い数値となっています。

職員一人あたり給水収益及び給水量は、類似団体平均と比して低い数値となっていま
す。
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＜参考＞

営業収益－受託工事収益
営業費用－受託工事費用

営業収益＋営業外収益
営業費用＋営業外費用

総収益
総費用

累積欠損金
営業収益－受託工事収益

不良債務
営業収益－受託工事収益

企業債償還金
当年度減価償却費

企業債利息
給水収益

減価償却費
給水収益

企業債償還金
給水収益

企業債残高
給水収益

流動資産
流動負債

自己資本金＋剰余金
負債資本合計

固定資産
自己資本金＋剰余金

損益勘定繰入金
収益的収入

繰出基準内損益勘定繰入金

収益的収入

資本勘定繰入金
資本的収入

繰出基準内資本勘定繰入金
資本的収入

繰入金

大阪市人口

1日平均給水量
1日給水能力

1日最大給水量
1日給水能力

1日平均給水量
1日最大給水量

営業収益－受託工事収益

（期首固定資産＋期末固定資産）÷2

年間給水量
有形固定資産

給水収益
損益勘定職員数

供給単価
給水原価

給水収益
年間調定水量

経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費）
年間調定水量

28 (円)
責任使用水量に対する給水料

（1m
3
当たり)

29 (円) 責任使用水量を超える分に対する給水料（1m
3
当たり)

職員給与費（除、退職給与金）
給水収益

職員給与費（除、退職給与金）
損益勘定職員数

年間給水量
損益勘定職員数

委託料

営業費用ー減価償却費等

年間実使用水量
年間給水量

（％）

×100

×100

×100

×100

(％) ×100

16

17

18

33

市民1人当たり繰入金額

委託化率

（％）

20

（％）

（％）

（％）

9給水収益に対する企業債償還元金の割合

2経常収支比率

7

4累積欠損金比率

6企業債償還元金対減価償却比率 （％）

12自己資本構成比率 （％）

（％）11流動比率

10給水収益に対する企業債残高の割合 （％）

（％）8

×100

給水収益に対する企業債利息の割合 （％）

（％）

給水収益に対する減価償却費の割合

×100

×100

×100

×100

最大施設稼働率 （％）

×100

×100

×100

固定比率 （％）

繰入金比率(収益的収入分)

基準内繰入金比率(収益的収入分)

繰入金比率(資本的収入分)

19施設利用率 （％）

13

基準内繰入金比率(資本的収入分)

14

15

(千円／人)

（％）

（％）

21負荷率 （％） ×100

23固定資産使用効率 (m3/万円)

固定資産回転率 （回）22

25料金回収率 (％)

24職員１人当たり給水収益 （千円／人）

職員１人当たり給水量 (千m3／人)

30給水収益に対する職員給与費の割合 (％)

×100

31職員１人当たり人件費 (千円／人)

26供給単価 (円／m3)

27給水原価 (円／m3)

×100

3総収支比率

×100

×100

×100

5不良債務比率 （％）

×100

指標 (単位)

×100

指標の説明

（％）1営業収支比率

×100

×100

34有収率 （％）

基本料金

×100

超過料金

32

14



                    15 
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第２部 新地方公会計制度に基づく財務諸表 

１ 新地方公会計制度に基づく財務諸表 

（１） 国の基準に準拠した新財務諸表について 

① 貸借対照表 

      貸借対照表は法定決算書類の貸借対照表と同じ名称で、年度末時点にお

ける資産・財産とその調達財源の状況を表しており、資産の部、負債の部、純

資産の部として区分されます。なお、法定決算書類との主な違いについては、

次頁の「（３）新財務諸表で必要な修正点について」に記載しています。 

 

② 行政コスト計算書 

行政コスト計算書とは、法定決算書類の損益計算書に相当するもので、資

産形成などを除いた１年間の経常的な行政活動に伴うコスト（純経常行政コス

ト）を表しています。１年間の行政サービスに係る経費である経常行政コストか

ら、その行政サービスの直接の対価として得られた財源である経常収益を差し

引いて純経常行政コストを求めることから、収入が経費を上回っていれば、純

経常行政コストは負の数（△）として表示されます。法定決算書類との主な違

いについては貸借対照表同様、次頁の「（３）新財務諸表で必要な修正点に

ついて」に記載しています。 

 

③ 純資産変動計算書 

      純資産変動計算書とは、資産負債の差額である純資産が１年間にどのように

変動したのかを表しており、純資産の部は公共資産等整備国府補助金等、公

共資産等整備一般財源等、その他一般財源等、資産評価差額に区分されて

います。 

ア 公共資産等整備国府補助金等は、サービスを提供するための財産を取得し

た財源のうち、国・府から補助を受けた部分です。 

イ 公共資産等整備一般財源等は、サービスを提供するための財産を取得した

財源のうち、国・府補助金と地方債を除いた部分です。 

ウ その他一般財源等は、純資産総額から公共資産等整備国府補助金等、公

共資産等整備一般財源等、資産評価差額を差し引いた額です。 

エ 資産評価差額は、売却可能資産を時価評価したことにより評価額が変動し

た額及び無償で受入れた財産の評価額です。 
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④ 資金収支計算書 

      資金収支計算書とは、１年間の資金の流れの収支を、経常的収支の部、公

共資産整備収支の部、投資・財務的収支の部の 3つに区分して表していま

す。 

ア 経常的収支の部は、公共資産整備収支及び投資・財務的収支に含まれな

い収支のことです。 

イ 公共資産整備収支の部は、公共資産整備に伴う支出及び当該支出に充て

た財源のことです。 

ウ 投資・財務的収支の部は、 

     ・ 投資及び出資金、貸付金、基金に係る支出及びそれらの財源 

     ・ 貸付金元金回収による収入 

     ・ 地方債元金償還による支出 

     ・ 公共資産売却による収入   などのことです。 

 

（２） 新財務諸表への組替に際して生じる数値の差について 

法定決算書類である損益計算書から新財務諸表へ組替を行った場合、行政

コスト決算数値に差が生じています。これは、行政コストは損益計算書の営業費

用、営業外費用、特別損失の合計額となりますが、営業費用のうち現金支出を

伴わない資産減耗費及び特別損失のうち現金支出を伴わないもの（資産減耗

費に準ずるものに限る）は含まれません。これは、資産減耗費が純資産変動計

算書の臨時損益である公共資産除売却損益に計上され、行政コストとはならな

いためです。 

また、行政サービス収入は損益計算書の営業収益、営業外収益、特別利益

の合計額となりますが、特別利益のうち固定資産売却益を除きます。これは、行

政コスト同様、純資産変動計算書で計上されるため行政サービス収入に含まれ

ないことになります。 

 

（３） 新財務諸表で必要な修正点について 

① 貸借対照表 

ア 退職手当引当金及び賞与引当金を計上しています。 

イ 回収不能見込額を計上しています。 

ウ 企業債を資本金から負債へ振替えています。 
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② 行政コスト計算書 

ア 退職手当引当金繰入等及び賞与引当金繰入等を計上しています。 

イ 回収不能見込計上額を計上しています。 

ウ 資本的収入である工事負担金を行政サービス収入としています。 

 

（４） 前年度からの変更箇所について 

「２ 財務分析 （１）主要な経営指標等の推移」については、４か年表記するこ

ととしました。 
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２ 財務分析 

（１）主要な経営指標等の推移 

 

・ 上段（  ）は、地方公営企業法に基づく決算数値（平成 23年度は見込額）、下段は、財務書類

4表（総務省方式改訂モデル）による数値 

・ 職員数は、年度末在籍人員 

・ 資金不足比率は、地方公営企業法に基づく決算数値（平成23年度は見込額）による数値 

（単位：百万円）

　経常収益（A） 2,067 2,018 1,881 1,719

　経常行政コスト（B） 1,723 1,720 1,583 1,442

　差引（A）－（B） 344 298 298 277

（ 20,185 ） （ 20,084 ） （ 20,107 ） （ 20,142 ）
20,185 20,084 20,107 20,142

（ 910 ） （ 851 ） （ 860 ） （ 866 ）
3,838 3,529 3,269 3,029

（ 19,275 ） （ 19,233 ） （ 19,247 ） （ 19,276 ）
16,347 16,555 16,838 17,113

　経常的資金収支 853 800 783 638

　公共資産整備資金収支 △ 156 △ 189 △ 170 △ 341

　投資・財務的資金収支 1,038 △ 262 △ 275 △ 273

　期末資金（現金及び預金）残高 4,058 4,406 4,744 4,768

〔参考〕

　職員数 （人） 38 37 36 34

　資金不足比率 （％） － － － －

平成21年度 平成23年度

　総資産額

平成22年度平成20年度

　純資産額

　負債額
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（２）財務分析 

 

① 経営成績 

○  経常収益は、17億1,900万円で、前年度（18億8,100万円）に比べ1億6,200万円

減少しました。これは、水需要が減少したことにより給水収益が減少したことや、特別利

益が減少したことなどによるものです。 

○  経常行政コストは、14億 4,200万円で、前年度（15億 8,300万円）に比べ 1億 4,100

万円減少しました。これは、人件費の減少や浄水場の効率化により経費が減少したこと

などによるものです。 

○  この結果、差引は2億7,700万円の剰余（黒字）となり、前年度（2億9,800万円の剰余

（黒字））に比べ、2,100万円の収支悪化となりました。 

 

② 財政状態 

○  総資産額は、201億4,200万円で、前年度（201億700万円）に比べ、3,500万円増加

しました。これは、減価償却等により有形固定資産が減少しているものの、単年度損益

で剰余を確保していることなどにより資金が増加していることや、前払金の増加などによ

るものです。 

○  負債額は、30億2,900万円で、前年度（32億6,900万円）に比べ、2億4,000万円減

少しました。これは、償還により公営事業地方債が減少したことなどによるものです。 

○  純資産額は、171億1,300万円で、前年度（168億3,800万円）に比べ、2億7,500万

円増加しました。これは、経常収益と経常行政コストの差引が剰余（黒字）となったことな

どによるものです。 

 

③ 資金収支 

○  経常的資金収支は、6億3,800万円で、前年度（7億 8,300万円）に比べ、1億4,500

万円減少しました。これは、前年度に比べ事業収入の増があるものの、前払金などの増

により物件費が増加し、差引が収支悪化したことによるものです。 

○  公共資産整備資金収支は、△ 3億4,100万円で、前年度（△ 1億7,000万円）に比

べ、１億 7,100万円減少しました。これは、建設改良費が増加したことなどによるもので

す。 

○  投資・財務的資金収支は、△ 2億7,300万円で、前年度（△2億7,500万円）に比べ、

200万円増加しました。これは、地方債元金償還額が減少したことによるものです。 

○  この結果、期末資金（現金及び預金）残高は、47億 6,800万円で、前年度末（47億

4,400万円）に比べ、2,400万円増加しました。 



３　貸借対照表

＜財務諸表の見方＞
　　見開きで、左頁に法定決算書類の貸借対照表、右頁に新財務諸表の貸借対照表を掲載し、法定決算書類から
　新財務諸表への流れについて、それぞれ財務諸表の横に説明を入れて示しています。法定決算書類の右側には、
　法定決算書類から新財務諸表への組替に係る説明を記載し、新財務諸表の右側には、新財務諸表での修正事項を

　記載しています。
　　最終的な新財務諸表は、右の二重線で囲まれた列になります。

    ＜右頁の貸借対照表（修正前）への組替＞

有形固定資産
有形固定資産合計

資金
流動資産のうち現金預金

未収金
流動資産のうち未収金

その他
流動資産のうち貯蔵品、前払金

未払金
流動負債のうち未払金

その他
流動負債のうち前受金、預り金

公共資産等整備国府補助金等
資本剰余金のうち国庫補助金

公共資産等整備一般財源等
右頁の公共資産合計（資産の部）－1 公共
資産等整備国府補助金等（純資産の部）
－4 資産評価差額（純資産の部）

その他一般財源
右頁の純資産合計（純資産の部）－1 公
共資産等整備国府補助金等（純資産の
部）－2 公共資産等整備一般財源等（純
資産の部）－4 資産評価額（純資産の部）

資産評価差額
資本剰余金のうち受贈財産評価額

○ 貸借対照表（法定決算書類）

1.

(1)

イ 3,336,585,035

円

ロ 665,360,227

円

598,533,365 66,826,862

ハ 20,322,354,425

11,228,104,981 9,094,249,444

ニ 6,088,938,915

3,952,274,459 2,136,664,456

ホ 898,000

606,150 291,850

ヘ 41,398,440

22,787,676 18,610,764

ト 345,628,354

有形固定資産合計 14,998,856,765

円

14,998,856,765

円

2.

(1) 4,768,068,298

(2) 20,479,266

(3) 15,324,314

(4) 339,670,000

5,143,541,878

20,142,398,643

3.

(1) 488,399,857

円

(2) 6,169,779

(3) 860,185

(4) 370,637,970

866,067,791

円

866,067,791

4.

(1) 8,040,296,916

(2)

イ 1,925,308,158

円

1,925,308,158

9,965,605,074

5.

(1)

イ 4,148,117,520

ロ 4,448,355,113

ハ 2,019,677,586

10,616,150,219

(2)

イ 当年度未処理欠損金 1,305,424,441

1,305,424,441

9,310,725,778

19,276,330,852

20,142,398,643

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

減価償却累計額

減価償却累計額

固 定 資 産

資　　　　　産　　　　　の　　　　　部

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

構 築 物

機械 及び 装置

車 両 運 搬 具

建 設 仮 勘 定

工具、器具及び備品

減価償却累計額

減価償却累計額

減価償却累計額

前 払 金

流 動 資 産

流 動 負 債

未 払 金

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

負　　　　　債　　　　　の　　　　　部

流 動 資 産 合 計

前 受 金

預 り 金

資 本 金

自 己 資 本 金

資　　　　　本　　　　　の　　　　　部

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

その他流動負債

借 入 資 本 金

企 業 債

借入資本金合計

剰 余 金 (欠 損 金 )

資 本 金 合 計

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

工 事 負 担 金

受贈財産評価額

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

欠 損 金

資 本 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

欠 損 金 合 計
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○貸借対照表（新財務諸表） （単位：千円）

貸借対照表

（修正前）

[資産の部]

1 公共資産

　(1) 有形固定資産 14,998,857 14,998,857 15,175,188

　　　地方公共団体計 14,998,857 14,998,857 15,175,188

　(2) 売却可能資産 0 0 0

　公共資産合計 14,998,857 0 14,998,857 15,175,188

2 流動資産

　(1) 資金 4,768,068 4,768,068 4,744,474

　(2) 未収金 20,479 20,479 54,845

　(3) その他 354,995 354,995 132,207

　(4) 回収不能見込額 0 △ 107 △ 107 △ 153

　流動資産合計 5,143,542 △ 107 5,143,435 4,931,373

 資 産 合 計 20,142,399 △ 107 20,142,292 20,106,561

[負債の部]

1 固定負債

　(1) 地方公共団体

　　公営事業地方債 1,668,097 1,668,097 1,933,287

　　　地方公共団体計 1,668,097 1,668,097 1,933,287

　(2) 退職手当引当金 172,660 172,660 136,956

　固定負債合計 0 1,840,757 1,840,757 2,070,243

2 流動負債

　(1) 翌年度償還予定額

　　地方公共団体 257,211 257,211 264,800

　　　翌年度償還予定額計 257,211 257,211 264,800

　(2) 未払金 488,400 488,400 469,746

　(3) 翌年度支払予定退職手当 51,412 51,412 59,653

　(4) 賞与引当金 13,920 13,920 13,913

　(5) その他 377,668 377,668 390,283

　流動負債合計 866,068 322,543 1,188,611 1,198,395

 負 債 合 計 866,068 2,163,300 3,029,368 3,268,638

[純資産の部]

1 公共資産等整備国府補助金等 4,148,117 0 4,148,117 4,148,117

2 公共資産等整備一般財源等 8,831,062△ 1,925,308 6,905,754 6,809,306

3 その他一般財源等 4,277,474 △ 238,099 4,039,375 3,860,822

4 資産評価差額 2,019,678 0 2,019,678 2,019,678

 純資産合計 19,276,331△ 2,163,407 17,112,924 16,837,923

 負債及び純資産合計 20,142,399 △ 107 20,142,292 20,106,561

貸借対照表
平成24年3月31日

修正
貸借対照表

平成23年3月31日 ＜貸借対照表への修正＞

公営事業地方債
左記法定決算書類の企業債を純資産の
部から負債の部へ振替え。ただし、翌年度
償還予定額は流動負債となるため除く

退職手当引当金
当年度末に全職員が退職した場合の退職
手当支給見込額を引当金として計上す
る。ただし、翌年度支給予定額は流動負
債となるため除く。

翌年度償還予定額
借入資本金合計のうち翌年度償還予定額

翌年度支払予定退職手当
年度末退職手当支給見込額のうち翌年度
支払予定額

公共資産等整備一般財源等
借入資本金合計を負債の部へ振替え

その他一般財源
退職手当引当金、賞与引当金を負債へ計
上したことなどによる純資産の減。

回収不能見込額
未収金のうち将来回収不能となることが
見込まれる額を計上する。算定方法は、
過去5ヵ年の不納欠損累計額を過去5ヵ年
の未収金累計額で除して不納欠損実績
率を算定し、その実績率を当年度未収金
残高に乗じて、回収不能見込額を算定し
ている。

賞与引当金
平成24年6月支給予定の賞与のうち、当期
に属する平成23年12月から平成24年3月
までの4ヵ月分を引当金として計上する。
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４　行政コスト計算書

＜財務諸表の見方＞
　　見開きで、左頁に法定決算書類の損益計算書、右頁に新財務諸表の行政コスト計算書を掲載し、法定決算書類から
　新財務諸表への流れについて、それぞれの財務諸表の横に説明を入れて示しています。法定決算書類の右側には、
　法定決算書類から新財務諸表への組替に係る説明を記載し、新財務諸表の右側には、新財務諸表での修正事項を
  記載しています。
　　最終的な新財務諸表は、右の二重線で囲まれた列になります。

＜右頁の行政コスト計算書（修正前）への組替＞

人件費
営業費用のうち人件費

物件費
営業費用のうち動力費、光熱水費、通信
運搬費、材料費、薬品費、委託料、受託工
事費（人件費を除く）等

維持補修費
営業費用のうち修繕費、路面復旧費

補助金等
営業費用のうち負担金

減価償却費
営業費用のうち減価償却費

支払利息
営業外費用のうち支払利息

回収不能見込計上額
営業外費用 雑支出のうち不納欠損額

その他行政コスト
上記以外の営業費用、営業外費用及び
特別損失のうちその他特別損失。ただし、
営業費用のうち、現金支出を伴わない資
産減耗費及び特別損失のうち現金支出を
伴わないもの（資産減耗費に準ずるもの
に限る）は除く

事業収益
営業収益

その他特定行政サービス収入
営業外収益のうち受取利息、雑収益
及び特別利益のうちその他特別利
益。ただし、雑収益は普通会計からの
繰入金を除く

他会計補助金等
営業外収益のうち一般会計補助金及び雑
収益のうち普通会計からの繰入金

○ 損益計算書（法定決算書類）

１.

1,653,077,020
円

22,989,086 1,676,066,106
円

２.

512,666,721

109,931,698

36,757,815

64,370,276

535,911,994

2,339,187 1,261,977,691

# 414,088,415
円

３.

7,332,000

1,931,000

13,247,158 22,510,158

４.

53,868,040

100,533,626

514,139 154,915,805 △ 132,405,647

 281,682,768

281,682,768

1,587,107,209

1,305,424,441当 年 度 未 処 理 欠 損 金

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 欠 損 金

資 産 減 耗 費

雑 収 益

企 業 債 取 扱 諸 費

営 業 利 益

受 取 利 息

給 水 収 益

浄 水 送 水 費

受 託 工 事 費

減 価 償 却 費

受 託 工 事 収 益

配 水 費

総 係 費

(2)

(4)

(6)

雑 支 出

(2) 一 般 会 計 補 助 金

(2)

(3)

支 払 利 息 及 び

他 会 計 分 担 金

(1)

(3)

経 常 利 益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

(5)

(1)

(1)

(2)

(1)

(3)
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○行政コスト計算書（新財務諸表） （単位：千円） 　　　　＜行政コスト計算書への修正＞

行政コスト計算書

（修正前）

〔経常行政コスト〕

　人件費 232,731 △ 13,913 218,818 225,007

　退職手当引当金繰入等 27,463 27,463 40,252

　賞与引当金繰入等 13,920 13,920 13,913

　物件費 442,582 442,582 498,510

　維持補修費 96,808 96,808 86,648

　減価償却費 535,912 535,912 570,789

　補助金等 52,140 52,140 53,870

　支払利息 53,868 53,868 63,497

　回収不能見込計上額 5 △ 46 △ 41 100

　その他行政コスト 509 509 30,858

経常行政コスト合計 1,414,555 27,424 1,441,979 1,583,444

〔経常収益〕

　分担金・負担金・寄附金 20,742 20,742 45,226

　事業収益 1,676,066 1,676,066 1,742,336

　その他特定行政サービス収入 16,986 16,986 89,623

　他会計補助金等 5,524 5,524 4,551

経常収益合計 1,698,576 20,742 1,719,318 1,881,736

（差引）純経常行政コスト △ 284,021 6,682 △ 277,339 △ 298,292

修正
行政コスト計算書
自 平成23年4月1日
至 平成24年3月31日

行政コスト計算書
自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日

人件費
人件費に含まれる退職手当及び賞与のう
ち、既に引当てた額を控除する

分担金・負担金・寄附金
資本的収入である工事負担金を経常収益
として計上する

退職手当引当金繰入等
貸借対照表の退職手当引当金に、当年度
繰入れた額

賞与引当金繰入等
貸借対照表の賞与引当金に、当年度繰入
れた額

回収不能見込計上額
貸借対照表上の回収不能見込額に前年
度計上した額から当年度計上した額を差し
引いた額。

（差引）純経常行政コスト
行政コストから経常収益を差し引いて純経
常行政コストを算出するため、収入が費用
を上回っていれば、負の数（△）として表示
される。
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５ 純資産変動計算書

自 平成23年4月 1 日
至 平成24年3月31日

（単位：千円）

純資産合計
公共資産等整備
国府補助金等

公共資産等整備
一般財源等

その他
一般財源等

資産評価差額

期首純資産残高 16,837,923 4,148,117 6,809,306 3,860,822 2,019,678

純経常行政コスト 277,339 277,339

一般財源 0

補助金等受入 0

臨時損益

公共資産除売却損益 △ 2,339 △ 2,339

科目振替

公共資産整備への財源投入 362,475 △ 362,475

公共資産処分による財源増 △ 2,516 2,516

貸付金・出資金等への財源投入

貸付金・出資金等の回収等による財源増

減価償却による財源増 △ 535,912 535,912

地方債償還等に伴う財源振替 272,779 △ 272,779

資産評価替えによる変動額 0

無償受贈資産受入 0

その他 1 △ 378 379

期末純資産残高 17,112,924 4,148,117 6,905,754 4,039,375 2,019,678
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貸借対照表の純資産の部が 1年間にどのように変動したのかを表しています。純資産の部は公共資産等整

備国府補助金等、公共資産等整備一般財源等、その他一般財源等、資産評価差額に区分されています。 

 

（１）期首・期末純資産残高 

① 公共資産等整備国府補助金等は、サービスを提供するための財産を取得した財源のうち、国・府か

ら補助を受けた部分です。 

② 公共資産等整備一般財源等は、サービスを提供するための財産を取得した財源のうち、国・府補助

金と地方債を除いた部分です。 

③ その他一般財源等は、純資産総額から①公共資産等整備国府補助金等、②公共資産等整備一般

財源等、④資産評価差額を差し引いた額です。 

④ 資産評価差額は、売却可能資産を時価評価したことにより評価額が変動した額です。 

 

（２） 純経常行政コスト 

行政コスト計算書で算定した純行政コストを「その他一般財源等」に計上します。行政コスト計算書で

は収益が費用を上回る場合は負の数（△）となっていましたが、純資産変動計算書では正の数となりま

す。 

 

（３） 補助金等受入 

公共資産の整備に充てる国府補助金で、「公共資産等整備国府補助金等」に計上されます。 

 

（４） 臨時損益 

行政コスト計算書に含まれない、除却費用が「その他一般財源等」に計上されます。 

 

（５） 科目振替 

① 公共資産整備への財源投入 

当年度建設改良費のうち補助金収入を除く額が、公共資産の整備により「その他一般財源等」

から「公共資産等整備一般財源等」に振替わります。 

② 公共資産処分による財源増 

固定資産売却代金及び現金支出を伴わない資産減耗費の合計額が、公共資産の処分により

「公共資産等整備一般財源等」から「その他一般財源等」に振替わります。 

③ 貸付金・出資金等への財源投入 

貸付・出資等により「その他一般財源等」から「公共資産等整備一般財源等」に振替わります。な

お、平成23年度は貸付・出資金等への財源投入はありません。 

④ 貸付金・出資金等の回収等による財源増 

貸付・出資等の回収により「公共資産等整備一般財源等」から「その他一般財源等」に振替わり

ます。なお、平成23年度は貸付金・出資金等の回収等はありません。 

⑤ 減価償却による財源増 

当年度の減価償却費が「公共資産等整備一般財源等」から「その他一般財源等」に振替わりま

す。 

⑥ 地方債償還等に伴う財源振替 

地方債の償還により「その他一般財源等」が「公共資産等整備一般財源等」に振替わります。 

 

（６） 資産評価替えによる変動額 

売却可能資産を年度末に時価評価するために、評価による増減を計上します。工業用水道事業会計

は売却可能資産がないため、資産評価替えによる変動額はありません。 

 

（７） 無償受贈資産受入 

資産を無償で受贈したことによる評価額を計上します。平成23年度は無償で受贈した資産はありませ

ん。 



６ 資金収支計算書

（単位：千円）

[経常的収支の部]

（1）　人件費 232,731 273,155

（2）　物件費 647,636 203,504

（3）　補助金等 52,140 53,870

（4）　支払利息 53,868 63,497

（5）　その他支出 96,366 101,549

　　支出合計 1,082,741 695,575

（1）　事業収入 1,698,160 1,384,426

（2）　諸収入 16,986 89,623

（3）　他会計繰入金等 5,524 4,551

　　収入合計 1,720,670 1,478,600

経 常 的 収 支 額 637,929 783,025

[公共資産整備収支の部]

（1）　公共資産整備支出 362,475 215,227

　　支出合計 362,475 215,227

（1）　国府補助金等 0 0

（2）　その他収入 20,919 45,243

　　収入合計 20,919 45,243

公共資産整備収支額 △ 341,556 △ 169,984

[投資・財務的収支の部]

（1）　地方債等償還額 272,779 274,969

　　支出合計 272,779 274,969

（1）　投資及び出資金 0 0

　　収入合計 0 0

投資 ・ 財務的収支額 △ 272,779 △ 274,969

　　当年度資金増減額 23,594 338,072

　　期首資金残高 4,744,474 4,406,402

　　期末資金残高 4,768,068 4,744,474

自　平成23年4月1日
至　平成24年3月31日

自　平成22年4月1日
至　平成23年3月31日

資金収支計算書
 資金収支計算書は、貸借対照表上の資金
が1年間にどのように増減したのかを、経常
的収支の部、公共資産整備収支の部、投
資・財務的収支の部に区分して表していま
す。

経常的収支の部
 公共資産整備収支及び投資・財務的収支
に含まれない資金の収支を表しています。

公共資産整備収支の部
 公共資産整備に伴う支出及び当該支出に
充てた財源の収支を表しています。

投資・財務的収支の部
・投資及び出資金、貸付金、基金に係る支
出及びそれらの財源
・貸付金元金回収による収入
・地方債元金償還による支出
・公共資産売却による収入
　　　　　　　　　などの収支を表しています。
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７ 注記 

（１） 重要な会計方針 

① 公共資産 

ア 有形固定資産の減価償却の方法 

定額法によっています。ただし、取替資産（量水器及び口径150mm以下

の配水管）については取替法によっています。 

イ 国庫補助金等の処理 

国等から補助金を受け入れて固定資産を取得した場合には、圧縮記帳

によらず工事完成時に当該工事費の全額を固定資産の帳簿原価として計

上しています。また、減価償却費は、帳簿原価から受け入れた補助金を減

じた額を「みなし帳簿原価」として算出しています。 

 

② 流動資産 

ア たな卸資産の評価基準及び評価方法 

        貯蔵品は移動平均法による原価法によっています。 

 

③ 引当金等の計上基準 

ア 退職手当引当金 

        全職員が年度末に自己都合により退職したと仮定した場合の要支給額を

計上しています。 

イ 賞与引当金 

         翌年度6月に支払うことが予定される期末手当及び勤勉手当のうち、6分

の4を計上しています。 

ウ 回収不能見込額 

          過去の不納欠損実績率により計上しています。 

 

④ 資金収支計算書における資金の範囲 

資金収支計算書における資金の範囲は、現金及び預金からなっていま

す。 

 

⑤ 消費税等の会計処理 

       消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっています。 

 



８ 用語解説

貸借対照表

有形固定資産

売却可能資産

未収金

回収不能見込額

公営事業地方債

退職手当引当金

翌年度償還予定額

未払金

賞与引当金

公共資産等
整備国府補助金等

公共資産等
整備一般財源等

その他一般財源等

資産評価差額

行政コスト計算書

人件費

退職手当引当金繰入等

賞与引当金繰入等

物件費

維持補修費

減価償却費

補助金等

支払利息

回収不能見込計上額

事業収益

その他特定行政サービス収入

純経常行政コスト 経常行政コストから経常収益を差し引いた額

消耗品費・光熱水費・通信運搬費・委託料などの経費

施設などの維持修繕に要する経費

有形固定資産が経年劣化等に伴い、価値が減少したと認められる金額

すでにサービスの提供を終えた、遊休資産や未利用資産などの売却が可能な資産

貸付金・使用料などの収入未済額のうち、1年以内に収入予定のもの

貸借対照表上の引当金に、当年度繰入れた額

地方債や借入金のうち翌年度に返済すべきもの
（翌々年度以降に返済が生じるものは固定負債に計上）

行政サービスを提供するための資産を取得した財源のうち、国・府から補助を受けた部分

支払期限が決算日の翌日から起算して１年以内のもの

資産の評価額と取得原価の差額

長期延滞債権や未収金のうち、将来回収不能と見込まれる額
（過去の不納欠損の実績などから算定）

受取利息や雑収入など（行政サービスとの直接対応関係はない経常的な収入）

行政サービスを提供するための資産を取得した財源のうち、国府補助金と地方債を除いた部分

貸借対照表上の引当金に、当年度繰入れた額

各種団体や市民、他の地方公共団体に対する補助金・負担金などの額

公営事業地方債利子償還額、一時借入金利子

貸付金や未収金などについて、貸借対照表上の回収不能見込額に当年度計上した額

財政収支の不足を補うために、年度を超えて長期にわたり借り入れる借入金

サービスを提供するために有している資産など

公共資産等以外の財産から公共資産等整備財源以外の負債を差し引いた額
（翌年度以降使用できる財源）

給与費（報酬、給料、各種手当など）から退職手当及び前年度賞与引当金を除いた金額

将来発生するであろう退職手当見込額を負債計上したもの
（全職員が年度末に自己都合により退職したと仮定した場合の要支給額）
（翌年度支払予定のものは、流動負債の「翌年度支払予定退職手当」に計上）

将来発生するであろう期末勤勉手当見込額を負債計上したもの
（翌年度6月支給予定の期末・勤勉手当のうち、６分の４を計上）

事業に関する利用料、使用料など
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純資産変動計算書

純経常行政コスト

地方債償還等に伴う
財源振替

公共資産整備への
財源投入

公共資産処分による
財源増

貸付金・出資金等への
財源投入

貸付金・出資金等の
回収等による財源増

減価償却による財源増

資産評価替えによる
変動額

無償受贈資産受入

資金収支計算書

経常的収支の部

公共資産整備収支の部

投資・財務的収支の部

公共資産にかかる地方債償還などに伴う財源の振替

行政コスト計算書により算定される、経常行政コストから経常収益を差し引いた額

外郭団体への出資金・貸付金、地方債の元金償還額などの経費及び財源

資産の時価評価に伴う価値の増減

貸借対照表の公共資産を整備するために投じられた財源の変動

寄附等により無償で資産を受贈した場合に貸借対照表に追加計上した評価額

土地の売却など資産処分による財源の変動

貸借対照表の投資及び出資金、貸付金、基金に投じられた財源の変動

投資及び出資金、貸付金、基金の返済などによる財源の変動

減価償却による公共資産等形成の財源からその他一般財源などへ振替

事業を運営する上で、毎年度継続的に収入・支出されるもの

建物、構築物など主に貸借対照表の有形固定資産形成のための支出及び財源
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